
自立活動における、ＩＣＴの活用

「できる」から「している」に移行し、日常の生活で活用していけるように

自立活動の指導
特別支援学校小学部・中学部学習指導要領

学校における自立活動の指導は、障害による学
習上又は生活上の困難を改善・克服し、自立し社
会参加する資質を養うため、自立活動の時間の指
導はもとより、学校の教育活動全体を通じて行うも
のとする。

自立活動の目標
個々の児童又は生徒が自立し、障害による学習
上又は生活上の困難を主体的に改善・克服するた
めに必要な知識、技能、態度及び習慣を養い、もっ
て心身の調和的発達の基礎を培う。

・時間の指導が基本
・教育活動全体でも行う
・特定でなく調和的発達



指導の改善
PDCAサイクル

P(計画)

Ｃ(評価)

D(実施)Ａ(改善)

ＰＤＣＡの効果的な活用
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無理な計画（到達可能な目標・方法）を建てない
子どもの実態（集団・個人）は把握できているか
期間内にい到達可能な目標になっているか
方法は、集団や個人に適しているか

未到達時にあきらめない（無意味と思わない）
子どもは計画通りには育たないと思っていないか
教員経験があれば計画は不要と思っていないか
子どもへの思いが先行しすぎていないか

Ｃ（評価）Ａ（改善）を徹底する
Ｄ（実行）の段階で大幅な修正はしない
評価内容や方法は計画の段階で決めておく
目標未到達時の要因と対応を検討する



一人で
自分の力だけで

生きていくことは出来ない

頼る・活用する
依頼する・協力する

は必要

辞書にある「自立」だけではなく

「自己選択・自己決定に基づいて主体的な生活を営む」
「個々が持っている能力を活用して社会的な活動に参加する」

周囲の配慮や
支援が必要な
時がある

我々は自給自足ではな
くスーパーやコンビニ
に頼って生活している

自立とは

ここで日標とされる「自立」は、就業による経済的自立に限らず、親から
精神的に独立しているかどうか 、日々の生活において自立しているかど
うか、社会に関心を持ち公共に参画しているかどうかなど、多様な要素
を含むものととらえる

社会的自立

最初
障害のある人や精神疾患等の人に対して用いられていた

不登校や引きこもっている人に対しても用いられるようになる

子ども・若者全般に対して用いられるようになる

（若者の包括的な自立支援方策に関する検討会中間取りまとめより）

社会的自立の概念・・・内閣府



「自立」とは
辞書などでは
① 一人で生活できること、従属から離れて独り立ちすること。

他からの支配や助力を受けずに存在すること。
②支えるものがなくても、それだけで立っていること。

「社会的自立」、「職業的自立」 、「経済的自立」
「精神的自立」、「身辺自立」 、 「日常生活自立」など

法令や制度、決まり、慣習、用具や機器・ツール、
インターネット、周囲の人などを、効果的に活用して、
自己実現できる力

周囲の人（教職員や近隣の人々、保護者等）は

自立を妨げている様々な障壁を排除し、
社会的自立をサポートすることが重要！

本人を中心に考える
周囲の人の考えを押し付けない

これを前提にして

支援等を必要とする人の
気持ちを理解する

自己選択・自己決定！



健康状態

心身機能・身体構造 活 動 参 加

できる：している できる：している

環境因子 個人因子

ＩＣＦ（国際生活機能分類）
International Classification of Functioning,Disability and Health

年齢、生活歴、価値観
ライフスタイル、意欲等

人的環境：学校、家族、友達等
社会環境：制度、医療、福祉等
物的環境：支援機器、校舎等

個々の子どもの能力を
最大限まで伸ばす視点

環境を自ら整えたり、他
の人に要請して整えたり

する視点

社会的障壁の除去
基礎的環境整備
・合理的配慮

子どもの意思表示・
サインは、どのよう
なこと？



移動支援機器 情報コミュニケーション
支援機器

装具

車椅子

電動車椅子

福祉車両

など

めがね

補聴器

携帯電話
スマートフォン

タブレット端末
パソコン
（音声合成・音声認識）

など

アッカ・プラッタ

ペースメーカー かつら
障害者用トイレ 入れ歯
洗浄便座 ＧＰＳ

AAC

拡大代替コミュニケーション：AAC
（AUGMENTATIVE AND ALTERNATIVE COMMUNICATION)

話すこと・聞くこと・読むこと・書くことなどのコミュニケーション
に障害のある人が、残存能力（言語・非言語問わず）とテクノロ
ジーの活用によって、自分の意思を相手に伝える技法

AACの技法には、ノンテク、ローテク、ハイテクの3つがある
・ノンテク
身振り手振りなど、ボディランゲージも含まれる

・ローテク
文字盤やコミュニケーションボード、筆談ボードなど
ローテクノロジーを用いるコミュニケーション技法

・ハイテク
意思伝達機器等、VOCA(Voice Output Communication 
Aid）などの活用、文字をデータとして残すことが可能





イマーシブリーダーの活用
(immersive reader)

文章に集中して読むための表示機能
メニュー・広告などを非表示にする
本文だけが表示されりる
ＭＳ社のものは、音声読み上げ機能が付いている
上記機能により、文章を読み上げることが可能

ロイロノート・スクールや

パワーポイントによる

自己紹介ビデオの作成（自分の特性を知る）

２つの録画を比較でき
るアプリの活用
・ボディイメージ
・練習の効果
・修正箇所の確認 等

iPadには、多くの比較
アプリがあります。



〇コミュニケーションのためのアプリ
〇不安な気持ち等を表示するアプリ
〇見通しを持てるアプリや提示方法

スケジュール表やアプリ
乗換案内等の交通機関の活用
終わりが分かるような表示 等
例「５かぞえたら、おわります」

就労に向けて、身に付けさせたい力

職場に一人で行く
必要な連絡事項を聞き伝える
不安な時や調子が悪くなった時に周囲の人に伝える

あそびの おわりまで



あそびを

言語、シンボル、テクストを活用する能力
DropTalk，Voice４u，Powerpoint，SeeingAI
しゃべり書き，フキダシくん，しゃべるんです。
ピクつく，TA シンボル，しゃべって など
知識や情報を活用する能力
ボイスメモ，たすく，ToDoアプリ，しゃべり書き，
絵カードタイマー ，Googlelens，話すカメラ
BIOME，TapTapSee，AIpoly など
テクノロジーを活用する能力
入力支援機器（音声認識、ＡＡＣ等）
ドローン（視点や自他の理解）,360度カメラ等
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社会・文化的、技術的ツールを相互作用的に活用する能力



他人と円滑に人間関係を構築する能力
しゃべり書き，フキダシくん，漫画カメラ

協調する能力
おえかきコラボ，ごっこランド，SoundMooVZ
FlipGrid，Videoleap など

利害の対立を御し、解決する能力
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多様な集団における人間関係形成能力

現在の状態を理解し、自ら向上しようとする能力
遅延再生アプリ

(見比べレッスン・Bam Video Delay，Coach’s Eye)
動画同時再生（お手本やビフォーアフター）

XPlayer ，Clipbox Motion，MultiVideo，
Fun!Lesson など

大局的に行動する能力

人生設計や個人の計画を作り実行する能力
ToDoアプリ など
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自立的に行動する能力



iPadやiPhoneで活用できるアプリ

絵カードタイマー
時間感覚の認識が苦手な
子どもに使用する絵カード
を使ったタイムタイマー

App Storeより
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Windows版

見比べレッスンの紹介



2021/9/28

iPad版

見比べレッスンの紹介

2021/9/28

iPad版

BaM Video Delayの紹介



2021/9/28

Flipridの紹介

2021/9/28

しゃべり書きの紹介
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iPhone、iPad用・障害のある人に便利なアプリ一覧 (tokyo-itcenter.com)

2021/9/28
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2021/9/28


